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Fortaetlingslitteratur　hos

Iranerne　i　Oldtiden，K．ld’ben－

havn　1935およびLes（；e　stes

des　Rois　dans　les　Traditions

de　1，Iran　An’tigue，　Paris

1936；　J．　C．　TAvAbiA：　Die　Mit－

tetpersische　Sprache　und　Lite－

ratur　der　Zarathustrier　，　Leip’i’

zig　1956　とつs“く一連の文献～文学史の

最後に位する最漸の文鰍であるが、われわれは

また、これらの文献を併読することによって、

イラン学進展の歩度の小ならざることにも、改

めて想到するであろう。またこのパウァーー出教

授の著にわずかに先行して、やはり新しいイラ

ン交学史カミ上梓されている。すなわちテェコス

海　外　消 息

伊藤義教

　プラハのJan　Hypka博士（Praha　5，

　　　　　　　　　　　　S滅／CHOV，亘。　l　eckova　IN（）　のあ

っせんによって、（A）　東ドイツとてB）

チェコスロバキアとから、それぞれのイラン学

関係の資料について、下記のような消息がもた

らされた。博士じしんは嵐下、イラン・タジク

文学史の改訂チェコ語版の印欄に忙殺されてい

るので、博士の委蠕をうけて、（A）はWer－

ner　Sundermann博士（Vorder－

asiatische　institut，Berlin

uヴァキアの」．RY脳A教授寮0．　KL　fu　，．，

博士らの協力で作成したもので、ドX，ツ語版は

Iranische　Literaturgeschichte

として1．959年に出版された。しかしこれに

ついては、改訂版ぶ揖下チェコ語で進行中であ

り、傍ら試訳も並行的にすすめられているから、

その上：梓を待って改めて触れる機会をもつこと

としたい。

　なお、A．PAGLIARO教授はユ．898年

イタリアのミストレッタ市（メッシーナ）にう

まれ、フィレンツェに学んだのち、ハィデルベ

ノレク（ドイツ）に＝転じ、Chr．BAR自殺OL◎一

ム｛AE教授について言籍学とイラン学を修めた◎

1925年いらいローマ大学にあって、現在は

同大学教授、イタリアにおける古代・二世イラ

ン学界の差宿である。

　　　wwwwvwwvW“twWuwwi
W8〔DDR〕’，Unter　den　Linden
　　　　　　　　　　　　　　　ノ6）が、（B）kt　Otakar　Klima博士

（0，i。。，61濯巻，，av，6SAV，

Praha　l，釣藍a三6Strana，L6ze≧i一

圃sk蝕）力遡当熱たもの．懸臓の識

文はすでに学界承知の向き竜あるはずであるが、

あえてそのまま収録した。なお、Rypka博

士じしんには、（A）（B）i・c収載されたもの

のほかic　一，つぎのものがある。ただし、20に

およぶ書評や、そ碓トルコ語関係の論交なら

びに多数の小論は含まれていないと、博士はこ

とわっていられる（筆考あての書簡）：
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　すすんで労をとられた三幅士に、特記して謝

意を表したい。（撰藤義教）

（A）　東ドイツの部
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B◎zorg　Alavi：Das　Land　der

　　R◎seR　un〈i　der　Nach；iga員en．

　　Kreuz磁d　quer　durch　lran，
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　　　1957．
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Dieter　Bel重mah訟：0斑ar恥y一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　ゾam．　Zelte　der　Weisheit．

　　DeutSC｝ユe　餐ach（iicぬtung　von

　　　　　　，Rudoヨfstadt（Greifen－

　　verlag）1958．

1959

　Heinrich　F。」．JuΩker：Der

　　wissbegierige　So撫．E童n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　mitte夏persischer　Texe　uber　l
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一

　den　Kustik．　Herausg．　U．　’
　の　ロ

　ubers。　von　　，　mit　eine回し

　K。mm・en　tar　v◎n　Jehang　ir　C．

　Tavadia，　Leipzig　（VEB　OttQ

　Harrassowitz）lg59．（王ran一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　の　　至sche　Texte　u難（圭ft”i璽fsbuch“

　er　Nr。　3。）

Jan　Rypka：Iranische　Lite－

　raturgesC董｝ichte　v◎n　　　　，

　Ul｝・ter簸tarbeit　v◎…ユOtakar　1’．

K1勧・，v・…aK。b｛Xk。・ム，Ji￥i！☆

B。とk。，∫消。。3P。k，王。。。

　ffrbek．　DieHerausgabe　und
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　ma難難．　Berli聖ユ（Rutten磁nd

　L◎ening）　1960．

B◎ZGrg　A玉awi　：D重e　weisse

Maaer（Saτb互z－e　s・rbi’ C
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　Die　weisse瓢auer）。Deutsche
　　　サ

Ubersetzung　von　Ma捻fred

Lore王注Z　und　Herbert　Melzig，

　mit　ein奪m　Nachwort　von

HerbertMelzig，　Berlin
　　　　つ　　り

　（Ruttell　un（i　Loening一）］960．

BOzorg　Alavi；Die　ersτe：ユ
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32 海　タ＄　ξ指　灌、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
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　　（A）東独の部参照。　　　　　　　　，
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　　2ツ／lg59，　S．206－20ワ．

Otaka・K晦a：lran孝ca，　i・ユ：

　　Arex．2ワ／1959，S。413－4・ユ4．
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　　1959，　S．　556－564
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　　　　　　　　　　　編　　集

　一年数ケ月の空白を経て第5号がようや

く誕生した。この間の待ち遠しかったこと

は形容出来ない程である。：叉、それだけに

お待ち頂いた会員諸氏には先ずおわびを申

しあげなければならない・。

　前号の編集後記を読むと、これまた運延

のおわびが述べられている。そしてその理

由としてスタッフの外遊などによる不足を

挙げているa．ところが、この一年の聞に事

態はさらに喜ばしい悪藪を見せた。若手編

集陣の総留学により本誌の刊行は歯うか、

会務の執行さえi完全にストップしてし象っ

た。そ：こで何はともあれ第5号・を出さなけ

ればならないというので、傍藤義教・加藤

療識続氏を繍礁鴨｝
庶務は高林・鞘醗灘噸酬
つた。

　1957年、本会が発足して以来常に着

実呼樋繍て勲と思うが憎憎の1

緩　　認

　　基礎は全く固まった。今後、本会は多数の

　　留学生の備国を機に大躍進を遂げることと

　　信ずる。叉それは我々に課せられた使命で

　　もある。本会は会の性：箔上、研究誌のlij行

　　を最も主要な事業とするが、会の内容が次

　　第に充実して来た今日、謄写印捌では何と

　　なく重みを欠く憾みもあり、困際的威信に

　　毛力＞Nわるので、次号からは活蔽印翻に切

　　り換え、堂々と学徳誌界にデヴューする予

　　定である。従ってタイプによる「西南アジ

　　ア研究」は本秀・で最後となる。さXやかな

　　発禅痔代の本誌は、将来においても、こよ

　　なく懐しがられるであろうが、活販印刷に：

　　切り換えることは飛躍であり、舅出度いこ

　　とである。この切り換えに踏み切らせた本

　　号の執舞者各位に厚く御礼を申しあげたい。

☆一二余の空帥噺着鴎毛ずい分あ

　　り、とて竜整理出来ない現状である。もち

　　ろん胃腔その勢：カは続けられているが、本


